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趣
旨
が
貫
か
れ
た
草
創
期
の
し
っ
か
り
し
た
基

盤
づ
く
り
が
う
か
が
え
る
。

圏
　
大
学
の
概
要
と
歩
み

食
物
技
術
コ
ー
ス

〈
全
国
料
理
学
校
協
会
教
員
資
格
、
秘
書

　
そ
の
後
、
紡
績
界
の
不
況
に
よ
り
経
済
的
に

も
全
く
企
業
か
ら
自
立
、
理
事
長
に
元
名
大
学

名
古
屋
か
ら
名
鉄
犬
山
線
二
十
分
、
木
曽
川

士
〉

長
の
芦
田
淳
氏
、
瓜
谷
郁
三
氏
、
学
長
は
井
上

沿
い
の
畑
作
地
帯
、
巨
大
な
藤
ケ
丘
団
地
に
代

⑭
教
養
学
科

入
学
定
員
　
　
　
　
一
〇
〇
名

友
治
氏
、
熊
田
恭
一
氏
、
保
田
幹
男
氏
、
柘
植

表
さ
れ
る
名
古
屋
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
、
高
級
力

〈
秘
書
士
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
イ
ン
ス
ト

利
之
氏
が
歴
任
。
第
一
級
の
研
究
者
が
経
営
と

ー
テ
ン
生
地
生
産
全
国
の
七
〇
％
な
ど
繊
維
産

ラ
ク
タ
i
〉

教
学
の
責
に
あ
た
っ
て
き
て
い
る
た
め
、
研
究

業
中
心
の
江
南
市
。
市
の
東
北
部
の
畑
の
真
ん

㈹
幼
児
教
育
学
科

入
学
定
員
　
　
　
五
〇
名

と
教
育
本
位
の
短
大
と
し
て
地
道
に
発
展
す
る

中
に
江
南
女
子
短
大
は
あ
る
。

〈
幼
稚
園
教
諭
二
種
免
許
、
保
母
資
格
、
レ
ク

こ
と
が
で
き
て
き
た
と
い
え
よ
う
。

学
科
構
成
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
〉

学
生
数
に
比
し
教
員
数
が
多
い
た
め
、
待
遇

①
生
活
科
学
学
科
　
入
学
定
員
　
　
一
四
〇
名

㈲
幼
児
教
育
学
科

第
三
部
　
　
　
　
四
〇
名

も
よ
く
な
い
し
、
職
員
数
が
少
な
い
た
め
教
員

生
活
科
学
専
攻
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
名

〈
幼
稚
園
教
諭
二
種
免
許
〉

の
事
務
量
も
多
い
が
、
理
系
教
員
は
学
位
を
取

A
コ
ー
ス
（
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
系
）

設
立
は
一
九
七
〇
年
、
当
時
隆
盛
を
究
め
て

得
す
る
者
も
多
く
、
研
究
、
教
育
に
う
ち
こ
め

〈
二
級
建
築
士
受
験
資
格
〉

い
た
林
紡
績
会
社
社
長
が
、
自
ら
は
小
学
校
卒

る
こ
と
が
教
員
に
と
っ
て
も
最
大
の
魅
力
で
あ

B
コ
ー
ス
（
イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト

業
だ
が
、

働
き
な
が
ら
学
ぶ
子
女
も
通
え
る

り
支
え
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
系
）

〈
秘
書
士
、
イ
ン
テ
リ
ア
プ
ラ
ン
ナ
ー
受
験

“
日
本
一
”

　
　
　
　
　
の
短
大
を
と
の
意
気
込
み
で
創
設

し
た
と
き
い
て
い
る
。
学
長
に
元
日
本
澱
粉
学

圏
　
き
め
細
か
な
教
育
実
践

資
格
〉

会
会
長
二
国
二
郎
氏
を
擁
立
、
教
員
ス
タ
ッ
フ

短
大
の
使
命
は
四
大
と
同
様
、
人
間
形
成
と

食
物
栄
養
学
専
攻
　
　
　
　
　
　
九
〇
名

と
設
備
を
そ
ろ
え
、

教
授
会
を
中
心
と
し
た
運

専
門
的
職
業
能
力
の
育
成
に
あ
る
。

栄
養
士
養
成
コ
ー
ス

営
機
構
な
ど
、

決
し
て
営
利
目
的
で
は
な
い

小
規
模
短
大
（
全
学
生
数
約
九
〇
〇
名
）
は
、

〈
栄
養
士
、
医
療
秘
書
士
〉

「
生
涯
学
び
続
け
る
女
性
の
育
成
」
の
建
学
の

教
員
が
深
く
学
生
と
か
か
わ
れ
る
こ
と
で
こ
の

一15一



麗覇i・

二
つ
の
目
的
が
果
た
さ
れ
や
す
い
と
い
う
利
点

が
あ
る
。
食
物
栄
養
学
専
攻
は
ク
ラ
ス
担
任
制
、

他
の
専
攻
は
、
皆
二
年
間
持
上
り
の
ゼ
ミ
制
を

と
り
、
担
当
教
員
の
研
究
テ
ー
マ
に
そ
っ
た
研

究
を
中
心
に
、
調
査
、
見
学
、
合
宿
な
ど
も
お

こ
な
う
。
学
習
上
、
生
活
上
、
進
路
上
の
相
談

に
も
ゼ
ミ
担
任
は
深
く
か
か
わ
る
。
卒
業
期
に

は
各
専
攻
コ
ー
ス
や
ゼ
ミ
の
特
色
に
あ
っ
た
学

内
外
で
の
発
表
の
機
会
を
も
っ
て
い
る
。

　
一
般
教
育
科
目
も
、
な
る
べ
く
各
専
門
の
問

題
関
心
に
沿
う
工
夫
を
し
な
が
ら
も
、
人
と
し

て
普
遍
的
に
必
要
な
知
識
を
し
っ
か
り
教
授
す

る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。

　
「
国
際
文
化
」
は
、
東
海
地
方
在
住
の
外
国

人
に
一
、
二
回
ず
つ
講
義
を
担
当
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。
英
会
話
、
外
国
人
留
学
生
の
受
入
れ
、

希
望
者
の
夏
休
み
三
週
間
カ
ナ
ダ
語
学
研
修
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研
修
旅
行
な
ど
と
と
も
に
国
際
化

社
会
に
対
応
で
き
る
女
性
の
育
成
に
力
を
入
れ

て
い
る
。
　
「
人
間
と
科
学
」
で
地
球
規
模
で
の

思
考
力
を
養
い
、
全
学
生
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

実
習
を
課
し
て
情
報
社
会
へ
の
対
応
力
も
つ
け

て
い
る
。

　
専
門
科
目
教
育
が
充
実
し
て
お
こ
な
え
る
工

夫
の
一
つ
と
し
て
、
例
え
ば
イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー

ス
で
は
、
江
南
市
開
発
計
画
に
提
案
し
た
り
、

市
街
地
の
壁
画
製
作
に
参
加
す
る
。
食
物
栄
養

専
攻
は
江
南
市
農
業
祭
に
参
加
す
る
。
幼
児
教

育
学
科
も
市
民
公
開
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
催
し
た

り
、
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
す
る
。
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
通
し
て
専
門
の
仕
事
の
意

味
や
有
用
性
を
実
感
し
、
意
欲
的
に
な
れ
る
機

会
を
意
識
的
に
設
け
て
い
る
。

　
最
多
で
も
七
十
五
名
の
小
規
模
ク
ラ
ス
は
、

授
業
を
受
け
や
す
い
こ
と
、
質
疑
応
答
が
し
や

す
い
こ
と
、
講
義
の
感
想
な
ど
学
生
の
反
応
を

把
握
し
や
す
い
こ
と
、
出
欠
を
と
り
や
す
い
こ

と
な
ど
、
血
の
通
っ
た
教
育
を
お
こ
な
う
た
め

に
は
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
る
こ
と
を
実
感

す
る
。

　
本
学
は
、
同
年
齢
の
六
二
％
が
高
卒
で
働
い

て
い
る
な
か
、
短
大
教
育
を
受
け
る
こ
と
を
選

択
し
て
入
学
し
た
か
ら
に
は
、
ま
ず
授
業
に
出

て
学
ぶ
こ
と
を
重
視
し
、
出
欠
は
何
ら
か
の
方

法
（
新
聞
切
り
ぬ
き
提
出
、
講
義
感
想
提
出
な

ど
）
を
工
夫
し
て
必
ず
と
り
、
三
回
以
上
休
む

と
講
義
担
当
者
と
ゼ
ミ
担
任
が
呼
ん
で
理
由
を

き
く
。
五
回
以
上
は
特
別
の
事
情
の
あ
る
場
合

以
外
、
試
験
を
受
け
る
資
格
が
な
く
な
る
。

　
卒
業
後
す
ぐ
に
通
用
す
を
即
応
力
、
学
び
続
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け
よ
う
と
す
る
意
欲
と
自
己
学
習
の
方
法
を
身

と
し
て
大
学
を
広
く
市
民
に
公
開
、
通
常
講
義

で
き
ず
、
し
た
が
っ
て
自
ら
に
か
え
っ
て
く
る

に
つ
け
て
ほ
し
い
と
願
い
、
最
低
授
業
に
し
っ

の
市
民
の
聴
講
、
市
と
提
携
し
、
市
民
の
要
望

も
の
も
な
い
。

か
り
取
り
組
ん
で
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
学
生
を

の
強
い
テ
ー
マ
で
の
ミ
ニ
公
開
講
座
の
開
設
な

小
さ
な
短
大
、
江
南
の
良
さ
は
、
殆
ん
ど
の

育
て
る
機
会
を
の
が
し
て
し
ま
う
。
自
己
管
理

ど
を
試
み
よ
う
と
し
て
い
る
。

教
員
が
教
育
に
打
込
み
、
た
し
か
に
学
生
が
育

能
力
も
育
た
な
い
だ
ろ
う
。

　
夫
々
の
専
門
教
育
に
情
熱
を
も
っ
て
取
り
組

團
　
地
道
な
教
育
へ
の
評
価

ち
、
自
分
を
見
出
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
手
応
え

が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
教
員
も
ま
た
成
長
し

ん
で
い
る
教
師
が
多
い
こ
と
も
あ
り
、
学
生
の

本
学
は
、
推
薦
入
試
枠
、
試
験
入
試
枠
を
文

て
い
る
雰
囲
気
が
一
本
通
っ
て
い
る
こ
と
だ
。

専
門
を
活
か
し
た
職
業
へ
の
就
職
率
は
ど
の
科

部
省
指
導
通
り
五
〇
％
ず
つ
と
し
、
本
来
の
推

学
生
会
活
動
、
大
学
祭
活
動
も
前
向
き
で

も
七
五
％
を
超
え
て
い
る
。
保
育
職
就
職
率
は

薦
制
度
で
あ
る
専
願
方
式
を
守
っ
て
い
る
た
め
、

（
九
二
年
度
大
学
祭
委
員
希
望
者
が
百
名
も
出

全
国
平
均
五
〇
％
だ
が
、
本
学
は
毎
年
八
五
％

受
験
産
業
誌
で
は
、
受
験
者
倍
率
で
ラ
ン
ク
づ

て
困
っ
た
）
、
ク
ラ
ブ
活
動
も
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文

を
超
え
る
。

け
を
行
う
の
で
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
位
置
に
あ

化
、
と
り
わ
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
子
ど
も

團
　
セ
カ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
と

　
　
オ
ー
プ
ン
・
カ
レ
ッ
ジ

る
。
知
名
度
も
低
い
が
、
地
道
な
教
育
の
中
味

と
そ
れ
に
伴
う
就
職
の
実
績
が
評
価
さ
れ
、
入

学
者
と
そ
の
周
辺
の
親
や
教
師
や
就
職
先
の
周

達
や
障
害
を
も
っ
た
人
た
ち
と
ふ
れ
合
え
る
ク

ラ
ブ
の
活
動
が
活
発
で
あ
る
。

　
そ
ん
な
学
生
の
気
質
は
、
こ
ん
な
大
学
祭
テ

本
楽
は
正
規
の
授
業
以
外
に
自
主
的
に
学
習

辺
に
支
持
が
広
が
り
、
妹
や
従
妹
の
入
学
者
が

ー
マ
に
よ
く
表
わ
れ
て
い
よ
う
か
。
　
「
無
印
良

し
た
い
人
に
、
セ
カ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
と
い
っ
て

多
い
。
卒
業
生
も
よ
く
大
学
を
訪
ず
れ
、
大
学

女
」
　
（
八
九
）
、
「
℃
霞
Φ
ー
い
つ
ま
で
も
変
わ

安
価
に
ワ
ー
プ
ロ
、
ペ
ン
習
字
な
ど
の
講
習
と

祭
時
に
お
こ
な
わ
れ
る
同
窓
会
は
子
連
れ
で
賑

ら
な
い
」
　
（
九
三
）
と
い
っ
た
ぐ
あ
い
に
。

検
定
試
験
の
機
会
も
放
課
や
土
曜
日
に
用
意
し

わ
う
。

今
後
の
課
題
は
、
専
攻
科
や
四
年
制
へ
の
進

て
い
る
。

卒
業
式
は
密
度
の
濃
い
二
年
間
の
思
い
が
溢

学
ル
ー
ト
、
学
士
取
得
の
道
を
拓
い
て
や
り
た

ま
た
、
建
学
主
旨
か
ら
も
社
会
人
入
学
、
公

れ
る
の
だ
ろ
う
、
殆
ん
ど
全
員
が
涙
、
涙
で
、

い
こ
と
だ
。

開
講
座
も
早
く
か
ら
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き

学
窓
を
巣
立
っ
て
い
く
。
教
育
の
仕
事
は
、
手

た
が
、
九
三
年
度
後
期
か
ら
生
涯
学
習
の
機
会

ぬ
き
を
し
て
い
て
は
人
の
心
を
動
か
す
こ
と
が
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